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和訳景岳全書序 

『景岳全書』は明代を代表する総合性医書であり、現代の中国でも高く評価さ

れている。著者張景岳晩年の明末に著され、清代の 1700 年ころ子孫によって開

版された。本書の内容は医学理論から診断法、感染症治療、臨床各科、婦人科、

小児科、外科、本草、方剤と広く医学全面に及んでいる。現代中医学の方剤学の

教科書にも、本書を出典とする多数の方剤、痛瀉要方・金水六君煎・左帰飲・左

帰丸・右帰飲・右帰丸・挙元煎・泰山盤石散・八珍益母丸・暖肝煎などが収載さ

れている。第９巻から３７巻までに及ぶ「雑證謨」では病証ごとに古人の説を豊

富に引用しながら、詳細に自説を展開し、多くの方剤を収録している。じっくり

読めばすこぶる有益で、臨床に役立つ記述であるが、６４巻の大部の書であり、

原文で通読するのは骨が折れる。私も若いころから景岳を尊崇してきたが、必要

に応じて本書の一部のみを読みかじってきた。 

この大書に、⾧年向き合いコツコツと和訳を進めてきたのが、牟田光一郎先生

であった。早くに完訳されていたことをお聞きしていたが、あまりにも大部な書

ゆえ、出版が困難であった。この度、牟田先生と⾧年の交遊がある吉冨誠先生の

ご尽力を得て、その全文が日本中医薬学会ホームページ上に公開されることに

なり、和文で読めることたいへん悦ばしく、ありがたいことである。牟田先生の

ご努力を思うと感慨深く、吉冨先生の貢献に感謝したい。中医学、漢方を学ぶ者



の活用を期待したい。 

張景岳（1562 ころ～1639 ころ）は明末、会稽山陰（現在の浙江省紹興）の人、

軍人の家門の出身で、彼自身壮年期に清との戦に出征している。少年時代、父に

従って北京に出て、医を学んだ。『易経』にも精通し、天文・地理・音律・兵法

などにも通じる知の巨人であった。壮年時代は『黄帝内経』の研究に打ち込み、

30 年の歳月をかけて、内経の条文を分類・摘録し、註解を施し、『類経』・『類経

図翼』・『類経付翼』の 3 書を編纂した。内経を学ぶ上で、たいへん便利な労作で

ある。 

景岳は晩年を故郷会稽で過ごし、『類経』など内経研究 3 部作に続いて大書『景

岳全書』を遺した。景岳は命門と腎の元陽と元陰を温補することを重視した。そ

の観点から元精を補い形と陰を益する熟地黄と元気を補い気と陽を益する人参

をよく用いた。彼の創製方は『景岳全書』中に多数展開され、第 50・51 巻の「新

方八陣」にまとめられている。そのうち「補陣」に収載される 29 方のうち、23

方に熟地黄が、10 方に人参が配合されている。このように温養を重んじる立場

から景岳は現代の各家学説では薛己、趙献可らと並び「明代温補派」のひとりと

位置付けられている。『景岳全書』を通じて彼の命門を重視する医学観、あまた

の名方剤、熟地黄、人参の運用などを学ぶことをお勧めしたい。 

牟田光一郎先生は、早くから中医学を学び、日本に導入した大先輩で、私も



1980 年ころから中医学の学習会や、中国への研修旅行などでたびたび謦咳に接

してきた。先生はまた太極拳の大家でもあった。若いころに私が景岳の熟地黄の

用法を研究して『漢方の臨床』誌に投稿した論文を評価くださって、景岳のこと

を語り合うこともあった。中国に研修に同行した折に、いつか景岳の故郷会稽に

一緒に行ってみたいねと話し合ったこともあった。その後、私は紹興を訪れるこ

とがあったが、牟田先生と一緒にという機会は永遠に失われてしまった。 

熊本県御船町の牟田先生宅を訪ねたことがあった。2 階の書斎に通していただ

き、ここで先生は『景岳全書』に向き合ってきたんだなと感動を覚えた。生涯を

かけた労作、『景岳全書』和訳の出版が叶わず亡くなられたことは、先生にとっ

て痛恨のことだったと偲ばれる。いまここに吉富誠先生のご努力で『和訳景岳全

書』として私たち日本中医薬学会のホームページに公開できることは、一入あり

がたく、牟田先生にもお喜びいただけるのではないかと思う。景岳と牟田先生の

学恩に感謝申し上げたい。 

令和辛丑季秋 

日本中医薬学会会⾧ 平馬直樹 



編者序文 

今般牟田光一郎先生の大著「和訳景岳全書」を、日本中医薬学会ホームページ

上に公開することになりました。 

牟田光一郎先生は日本における中医学受容期先駆けのお一人で、１９６３年

頃より独学で中医学の勉強を始められました。日中国交回復によって中医学情

報が日本に入ってきた頃です。地元大学の中国語教師から中国語を学びながら、

黄帝内経を始めとして明清代までの主要古典を読破。その中で出会った張景岳

を一生の師匠とされ、景岳全書の邦訳に取り組まれました。手書きの原稿は６７

０４頁に及びます。１９８７年９月９日に脱稿しましたが、残念ながら活字化し

て出版することはできませんでした。 

その後１９９１年出版の人民衛生出版「景岳全書」、２００８年出版の黒竜江

人民出版社の「景岳全書訳注」を参考書籍として、再度景岳全書の邦訳に挑戦。

当初はご自分で巻３０までパソコン入力。入力困難な活字もあり大変苦労され

ているのを拝見し、私から手書きを提案しました。手書き原稿がある程度たまる

と、私のクリニックに持参なさり、スキャナで PDF 化しました。先生も被災な

さった、熊本地震から１ヶ月余り後の２０１６年５月２２日に最後の原稿が届

きました。その後２０１９年１０月２０日８２歳でお亡くなりになりました。 

その後壮年期に手がけられた第１作目の原稿をご遺族よりあずかりPDF化し

ました。一部行方不明の原稿があり、欠落部分があります。第２作目の原稿は前

半活字、後半手書きの原稿です。これにも欠落部分があります。牟田光一郎先生

は第１作に不満足であったので第２作に取り組まれたのですが、両者をいっし



ょに PDF で公開することにより、相互補完できると判断しました。PDF 原稿

には「しおり」機能を利用して目次をつけましたので大変便利にお使いいただけ

ます。 

牟田光一郎先生の四半世紀にわたるお仕事の成果を後世に残すことが、弟子

である者の務めであると、中医薬学会のご理解を得てウエブ上に公開すること

になりました。中医学テキストや文献には景岳全書の文章が多数引用されてい

ます。皆様のご活用をお願いいたします。   

２０２１年１０月２０日 

日本中医薬学会理事 吉冨 誠 

 









凡例 

和訳景岳全書 は２部構成です。 

第１部は牟田光一郎先生壮年期に取り組まれた手書き原稿をPDF化したものです。

全て手書きです。 

第２部は老年期に取り組まれた原稿です。前半の巻１から巻３０までは牟田光一郎先

生がワープロで活字化なさった原稿です。巻３１から４０までは欠落しています。巻４１

から巻６４までは手書きの原稿です。 

PDFのしおり機能を使って目次をつけて利便性を高めています。索引はありません。 

福岡医師漢方研究会報2011年12月第32巻12号に掲載された牟田先生講演抄録「景

岳全書に学ぶ」を福岡医師漢方研究会のお許しを得て掲載させていただきました。 

欠落部分は以下のとおりです。 

■第１部欠落部分 

巻之４  

巻之２０の霍乱から巻之２２  

巻之２８から３０  

巻之３６ 經氣蔵気以降 ３８まで 

巻之６３～６４の184清肝解鬱湯まで  

 

■第2部欠落部分 

巻之３１から４０ 


